
重複障害児教育の充実 
 
 

私たちには教育を受ける権利が与えられている。それは重複障害児も例外ではない。もち
ろんその権利を守るために⼯夫されていることもたくさんある。しかし、解決するべき問題
もある。重複障害児教育において⼤切なことは何だろうか。私は、教育を充実させることだ
と考える。 

教育を充実させるというのは⼀⼈⼀⼈のニーズに合わせた教育をすること、受け⼊れが
可能な場所を増やすことを指す。⼀⼈⼀⼈のニーズに合わせた教育をすることについては、
今も様々な⼯夫を凝らして⾏われていると思う。そのうちの⼀つに「学習到達度チェックリ
スト」というものがある。これは、「障害が重度であっても，教科の枠組みでつけたい⼒を
把握し，教員，保護者，関係者間で⼦どもの状況を共通理解していこうとするために開発さ
れたものである。そして，教科等の学習に遅れのある⼦どもの学習評価を可能にするための
もの」である。これを利⽤した教育を⾏うことで、各児童の学びの段階を把握することがで
きるようになる。児童が様々な表出を遊びによって使い分けて気持ちを表現しようとして
いたことを整理し、把握することができる。というような効果がある。学習到達度チェック
リスト以外にも⾃⽴活動を通して、⼀⼈⼀⼈に合った教育が⾏われている。現在特に問題な
のは、受け⼊れ可能な施設が限られていることだ。幼稚園や保育園など義務教育より前段階
にあたる発達段階の時には、障害を理由に受け⼊れてもらえなかったという話を聞いたこ
とがある。また、放課後デイサービスにおいても障害の重さや特性が原因で受け⼊れてもら
えないという現実がある。ほかにも、市内の⼩学校への進学を希望していたが特別⽀援学校
への⼊学を余儀なくされたという事例もある。これらの事例のすべてが間違っているとは
⾔い切れない。施設が不⼗分な公⽴校で学習するより⼗分な施設が整っている特別⽀援学
校のほうが障害児になにかあったときに対応できるだろう。体制が整っていないのに無理
して受け⼊れてほかの⼦にも迷惑をかけるかもしれない。 

私は時には拒否することも必要だと考えている。⾃分たちでできることには限界がある
からだ。しかし、それで終わっていいわけではない。様々な⼦どもたちを受け⼊れるために
できることを考え、時には周りの⼈の⼒を借り、時には国の⼒を借り、次は受け⼊れるよう
に努⼒することが⼤切だ。⼀⼈でも多くの⼦が、望む場で教育を受けることができるように。
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